●無電化で暮らすには何がいる？
１　あなたが電気・ガス・水道がない島や山に一人で暮らすことになったら、何を持っていきますか？５つ書き出してみましょう。

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

２　グループで話し合って、電気・ガス・水道がない島や山で暮らすことになったら必要なものを５つ書き出してみましょう。

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤
３　みんなで話し合って、電気・ガス・水道がない島や山で暮らすことになったら必要なものを１つだけえらび、どうしてそれが必要なのか考えてみましょう。

　　①
　　必要な理由

▼学習の進め方

	児童・生徒の流れ
	先生の手順、サポート等

	１　条件設定の説明
	◆場面設定について説明し、自分で必要なものを考える。
　・もし人間が一人で電気・ガス・水道がない島や山で暮らすとしたら、電気が使えない場合、食料が買えなくなった場合、公共交通機関が使えない場合等、場面設定について説明する。
　・最初、１人ずつが必要とするものを５品考える。

	２　グループで話し合う
	◆グループ分け（５人）をし、話し合う。
　・１人ずつが選んだ必要なものを説明する。
　・グループとして必要なものを５品選ぶ。

	３　発表する
	◆グループで選んだ５品を発表する。
　・グループの代表者を決めて、発表してもらう。
　・お互いの発表を認め合う。

	４　全員で１品に絞り込む
	◆必要なものを１品に絞り込む。
・全員で話し合って、必要なものを１品に絞り込む。
・どうして必要なものか考える。


▼基本的事項

	ねらい
	電気・ガス・水道がない生活について考えることで、資源の大切さに気付く

	対象
	小学校中学年以上

	所要時間
	４５分

	学習形態
	個人⇒グループ

	手法
	ブレーンストーミング

	準備するもの
	課題シート



ガスと電気の歴史


　1870年に日本で最初のガス会社（日本ガス社中）ができ、1872年に日本で最初のガスを利用して灯りをつける「ガス灯」が同社によって横浜に作られました。これが日本のガス事業の始まりです。


電気については、1870年代に欧米で発電機が作られ、1879年にエジソンが白熱電灯を実用化しました。日本では、1882年（明治15年）に東京・銀座に電灯（アーク灯）が初めて灯されました。日本の電気事業は、1886年に東京電灯が開業したのが始まりとされています。当時の発電力は、わずか数10kWという火力発電でした。電気事業が本格化したのは20世紀に入ってからで、水力発電により発電コストが安くなったからです。
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